
Japanese Society of Radiological Technology (JSRT)

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Radiologioal 　Teohnology 　（JSRT ｝

璽 一■一一一． 1998 年 4 月

378　最新の デ ジ タ ル 超音波装置の B モ ー ド分解能 （距離 ・方位）お よび

　　　　ス ライス 幅の ビー ム プ ロ フ ァ イ ル に つ い て の 検討

　　　　 Estimate　of　Resolusion（vartical ＆ horizontal）and 　Beam 　Profile　of　Slice　Thickness
　　　　 of　B・mode 　on 　Disital　US　Equipment

東京慈恵会医科大学附属第三 病院放射線部

○ 熊谷史範　　　　 松原　馨
　 （Furninori　KurnagaD 　　　 （Kaeru 　Matsubara 〕

　 和田治人　　　　　佐藤　清
　 （Haruhlt・ W ・d ・：1 　 　 （Kiy ・shi 　Sat。h）

（社）函館医師会南北海道保健セ ン タ ー

　神谷康彰
　 ｛Yasuaki　Kami

｝
・a ）

圓川 勉 　 馬場康史
〔Tsutemu 　Enka     a）　　　（YasushiBaba ）

｛目的撮 近 の 超音波装置で は ，ア ナ ロ グ方式からデ ジ タル 方式 の もの が登場 し、各メ
ー

カ
ーと も高級 機種 に は デ ジ タ ル 方式の

装置が 出揃 っ て い る，今回 わ れ わ れ は，数社 の 最高機種の 超音波装囂 に つ い て ，そ の 基本性能を把握，分析する機会 を得 た の

で ，知見 を加 えて 報告す る．

【使用機器】・装 置 ：Logiq700 ，　Elcgra．　HDI 　コ000 ，　TOSH ］BA 　380A 　・
探触子 ： リニ ア 型 高周波探触子

　フ ァ ン トム ：ス トリ ン グ ター
ゲ ッ トフ ァ ン トム （最小 間 隔 200移m ），

ス ラ イス 輻測定用 フ ァ ン トム

・
脱気水水 槽　

・
支持台　 ・音響吸 収 マ ッ ト

【方法】1）分解能（距離，方位）測定 ：ス ト リン グ タ
ー

ゲ ッ トフ ァ ン トム を超音 波 ビ ー
ム に 対 して 平行に な る よ う脱気水で 満 た

された水槽中に沈め 固定す る．この 時，探触子 は 超音 波 ビーム の 中心 が フ ァ ン トム に 対 して直角に 人 射す る よ う支持台に 固定
し距離分解能の 測定を行う．次 にス トリ ン グ ターゲ ッ トフ ァ ン トム を超音波 ビー

ム に対 して 垂直に な る よ う方向 を変 え 方位分

解能 の 測定 を行 う。2）ス ラ イス 幅測定 ：ス ラ イ ス 幅測定用 フ ァ ン トム を ス ラ イス 幅方向の 中心 ビー
ム に 対 して垂 直 に なる よ う

脱気水 に 沈め 固定し，フ ァ ン トム の ス ラ イ ス 幅 測 定用可 動針 を ス ラ イス 幅方向 ビー
ム 内 に入 る まで 動か し なが ら測定を行 う．

【結果 】1＞賺 ・方f竕 解能測定結果 を・・b・el ・示す・・ の測定よ り分囃 ｝・優擬 鑼 に お い て 水i：・15　一一2・mm 時 に 飜 ，方
位分解能ともに200μ m の 結果が 得られ た．ま た 装置 間 に お い て 様 々 な特徴 が み られ，特 に方位分解能で は 画像（Fig．1）に お い

て も大 きな 違 い が 認 め られ た ．2）ス ラ イス 幅測定結果 を ビ ーム プロ フ ァ イ ル と して Fig、2に示す，こ の 測定 よ りビー
ム パ フ ォ

冖ミ ン グ に 優れた難 で は水深 IO− 30mmle に ビー
ム が 集束 され，ス ラ 似 申鬲 lmm の 結 果 が 得 られ た．ま た各装 置 と も近距

離範囲 に お い て 薄 い ス ラ イス 幅 と なっ て い た が，ビー
ム パ フ ォ

ー
ミ ン グ に つ い て は，各装 置 さ ま ざ まな特徴が み ら れ た．

【考察】今回，測 定 に用 い た 超 音波装置 は すべ て最高機種 に あたる デ ジ タル 方式の 装置 で ある が，画質 に 影響 を お よぼ す ス ラ イ
ス 幅 に つ い て各社 特徴 の あ る ビー

ム パ フ ォ
ーミ ン グ が ほ ど こ され て お り，水深に 対す る距離お よ び方位分解能 は，各装置優劣

が 生 じて い た．こ の た め，臨床検査 に際 して は 各装置の 特性を 十分に 把握 し，ス ラ イス 幅 が 最も薄 く距離お よ び方位分解能の

優 れ て い る範囲の 深 さ に お い て 検査 を行 うべ きで あ り，そ の 深 さに 至らぬ 対象に対して は，音響 カ プ ラーな ど を用 い て 検査 を

すすめ る べ きで あ る．

【結語撮 新の デ ジ タ ル 超音波 装 置で あ っ て も各装 置個 々 の 特性を持 っ て お り，す べ て が 同等の 性能で は な い こ とが 判 っ た，ま

た，臨 床検査 に お い て こ れ ら使用す る 装置の 最 高性 能 を 十分 に 把握す る こ と が 正 確な検査 を 行 う上 で 重要で ある と考 え る．
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